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公益社団法人腐食防食学会 技術賞受賞のお知らせ 

 

標記の件、弊社技術センター社員「石橋 修」が、関西電力株式会社様、株式会社高温腐食防食テク

ノリサーチ様、北海道大学様と共同執筆した論文「石炭燃焼ボイラ火炉管用Cr3C2-NiCr溶射皮膜の実験

室的評価」（腐食防食学会誌 「材料と環境」vol.63 №6 （2014））が、腐食防食学会「材料と環境

2016」講演会（5月25日～27日、於つくば国際会議場）において、公益社団法人腐食防食学会様から技

術賞を受賞致しました。これまでの関係者の皆様のご指導ご鞭撻に厚く御礼申し上げます。 

以下に本技術による成果と適用先拡大への取り組み、並びに論文と表彰状を掲載させていただきます。 

１．本技術による成果 

 ①微粉炭燃焼ボイラ管 耐食耐磨耗溶射皮膜の耐久性 従来比3倍以上 

  従来溶射材料皮膜 ： 2年毎の定検・定修時に補修溶射必要 

  本開発材料皮膜 ： 6年目の定検時点でも、素管面露出やヒートクラック等の異常を認めず 

 ②ボイラ管の溝状腐食の抑制効果 従来比3倍以上 

  従来溶射材料皮膜 ： 2年毎の定検時に局部的にヒートクラックに起因する溝状腐食が見られ定修

時に補修溶射が必要 

  本開発材料皮膜 ： 6年目の定検時点でも、ヒートクラックに起因する溝状腐食は認められず 

２．適用先拡大への取組み 

①2016年5月 

鹿島IPP ボイラ ： 82㎡に開発材溶射施工  関西電力株式会社様以外での採用 第１号 

②2017年3月1日～3日 

次世代「火力発電ＥＸＰ」： 東京ビッグサイト ボイラ用開発材の実機適用事例の出展・ＰＲ 

 

弊社は様々な産業分野のお客様との共同開発や産学連携に基づいた技術開発に注力しております。

特に今回表彰を受けた「溶射」技術は、多分野への応用可能性を秘めた将来性の高い技術であると認

識し、積極的に活動しております。表面改質の研究開発にご興味のある方、或いはお困りのことがあ

りましたら是非当社までお問い合わせ下さい。 

 

お問い合わせ先 

 大阪富士工業株式会社 技術センター 

〒660-0811 兵庫県尼崎市常光寺1-9-1 

Tel ： 06-6487-1867 

Fax ： 06-6487-2096 

※当社溶射事業専用 HP http://thermalspray.ofic.co.jp/ 
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